
公開講演会

Contesting Innovation: News Media, 
Technology, and the Organization of Work

イノベーションを競う：

ニュースメディア、テクノロジー、
職場組織

2022年6月20日（月）17：30～19：30

主催： 立教大学社会学部 共催： 立教大学社会学会 対象： 本学学生、教職員、一般

日時

メディア組織において、メディア・イノベーションがどのように管理され、どのような効果
がもたらされているのかについて議論する。なかでも本講演は、権力と制度的なコンテクス
トをめぐる論争に取り組むことで、技術革新と組織改革が、権力をめぐる問いを巻き込みな
がら、相互に連関しながら継続的に進行する過程（ongoing relational process）であるこ
とを示す。この議論を裏付けるため、本講演では2つのメディア研究プロジェクトを分析する。
これら2つのプロジェクトは、新聞印刷に従事する労働者に対して技術革新がいかなる影響を
与えてきたのかという点、およびジャーナリストが失業、再雇用、転職をどのように経験し
ているかという点に焦点を合わせてきた。結論として本講演では、技術革新とその影響につ
いて広く議論するうえで、社会科学者が重要な役割を果たしていることを示したい。

担当者： 木村自（社会学部） 問合先： 木村自（kimuramizuka@rikkyo.ac.jp）

Swinburne University of Technology教授、本学在外招聘教員

場所 太刀川記念館多目的ホール

【講師プロフィール】
ハーバード大学社会学博士（1997）。La Trobe University教授（2011-2017）等を経て、
2017年からSwinburne University of Technology教授［Associate Dean Research］。
専攻は組織論、経済社会学などであり、とくにグローバル・メディアにおける技術イノベー
ションと組織変容に関心がある。著書にNews Corporation, Technology and the 
Workplace: Global Strategies, Local Change（単著、2020）、Journalists and Job 
Loss（共著、2021）ほか多数。2022年度6月3日から、在外招聘教員として立教大学に滞
在し、学生指導を行っている。

申込： 右記のQRコードを読み取り、google formから登録してください（定員50名）。

使用言語： 英語、逐次通訳あり


